
兵庫県西宮市における基本計画の概要

兵庫県西宮市

１件あたり５，３８０万円の付加価値額を創出する地域経済牽引事業を８件創出し、これらの地域経済
牽引事業が促進区域で１．４８倍の波及効果を与え、促進区域で７億円の付加価値を創出することを目
指す。

計画同意の日（令和元年９月２７日）から令和６年度末日
まで

促進区域

経済的効果の目標

地域経済牽引事業の承認要件

計画期間

企業立地奨励金制度、企業訪問によるニーズ発掘や商品開発等に対する助成制度、地方創生推進交付金
の活用など

制度・事業環境の整備

西宮商工会議所、西宮観光協会、兵庫県よろず支援拠点（サテライト相談所）、一般財団法人近畿高
エネルギー加工技術研究所（AMPI）、公益財団法人ひょうご産業活性化センター、市内金融機関等

地域経済牽引支援機関

【要件１：地域の特性を活用すること（①②のいずれか）】
①西宮市の食料品製造業、飲料・たばこ・飼料製造業等の産業集積を活用した食料品製造関連分野
②西宮市の阪神甲子園球場、酒蔵、えびす宮総本社西宮神社等の地域資源を活用した観光・スポーツ
分野

【要件２：高い付加価値を創出すること】

・付加価値増加分：５，３８０万円超

【要件３：いずれかの経済的効果が見込まれること】

●売上：１％以上増加 ●雇用者数：１％以上増加

西宮市の産業の大きなウエイトを占める飲食料品関連産業の集積維持・充実を目的として、当市のもつ都市のイメージや交通の利便性、大消費地を控えた供給基地と
しての立地優位性などを生かしながら、既存企業の立地環境の整備や域内の中堅・中小企業における新事業創出に向けた制度構築を行うことで、食料品製造関連分野で
の活性化を促進する。
また、阪神甲子園球場をはじめ、ひょうご西宮アイスアリーナ、新西宮ヨットハーバー等のインフラや、酒蔵、えびす宮総本社西宮神社等の様々な観光資源を有する
地域の特性を生かし、スポーツ関連産業や観光関連産業の集積を図り、市内外からの誘客と消費喚起を実現するビジネス支援を展開し、地域経済の活性化や関連産業へ
の波及を推進する。

計画のポイント

《促進区域図》

《西宮の清酒》 《えびす宮総本社西宮神社》


